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Interface Circuits of Cassette MT 
Toshikazu A S O ・ Syu j i O KA ZAKI 
Yasuyuki HIY AMA . Hiroshi INOUE 
T his is  reported about the interface circuits of Cass巴tte MT， made experimentally in order to produce the 
obj ect programs of mini-computer compilers.  In this way we could decrease th巴 operating time of the com­
puter for completing one j ob. 
1 . は じ め に
ミ ニ コ ン ビ ュ ー タ ー を 使用 し て い る と 、 記憶 容量
を も う 少 し 増加 し た い事があ る 。 ま た F O R TR A N
言語で コ ン パ イ ル し た 結果 を 、 一度紙 テ ー フ。 に せん
孔す る 方法だ と 入出 力 に 要す る 時 間 が長 く な り 紙 テ
ー プ の使用 量 も 多 い 。 そ れ に シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム の
入 力 用 と し て使用 し で も 使利 で あ る の で安価 な カ セ
ッ ト M T の イ ン タ ー フ ェ ー ズ 回 路 を 試作 し た 。
ス ピ ー ド は タ イ プ ( 10 CH/ S ) に 比べ て 十数倍が
得 ら れ た の で期待通 り 動作 し て く れ た 。
今の と こ ろ テ ー プの ス タ ー ト 、 ス ト ッ プは 命令 で
行 わ ず に 手操作で あ る が、 か な り の 利 用 が考 え ら れ
る の で報告す る 次 第 であ る 。
2 . 製 作 方 針
図 - 1 に ブ ロ ッ ク 図 を そ の構成各部の信号名 を 次
に 示す 。
A D  Address 
ADB Address Bus Line 
ADR ADARR 
C D K  Delayed Clock 
C K  Clock Pul s e  
D LIn Data for Line' Inn 
DLOn Data for Line Outn 
D R  Device Ready Lin e 
GND Ground 
I NB I nput Bus Line 
M C  Master Clear 
M S R  MCVRR 
M S T  M C V S T  
O C P  Output ControLPulse 
OTB Output Bus Line 
PI LOO Standard Priority Interrupt Line 
Q Output to wr ite 
QI Input Mode 
QO Output Mode 
QRI  Input Ready 
QRO Output Ready 
QT Input M od巴 Pulse Generator Control 
RR Reset  Ready 
RUN D ata Drop In 
S T  Stop Pulse 
Vcc + 5 V 
そ の他の記号 は NE AC3200 - 30の取扱 い 説明 書の
も の を そ の ま ま 使用 す る 。 使用 し た I C は 7400 、 7404 、
7010 、 7038 、 7473 、 7476 な ど で約50 ヶ を 用 い で あ る 。
nwd ku 
CPU側
O TB ( 8 )  
ADB ( 10 )  
RRLIN 
MSTCL 
DR-
78Q← 加
。
。
DA 
一
一
+
+
PA-
-R
T
一
D
Co
T
RD
SC
即l
AOQ
S
RAMMQ
Qa 
麻生俊一 ・ 岡崎秀二 ・ 日 山泰之 ・ 井上 浩
CK カ セ ッ トMT
MC 
QRO QR I  
図 - 1 ブ ロ ッ ク 図
10-
1 1-
12  
1 3-
14 
1 5 
16  
図 2 フ ァ ン ク シ ョ ン ・ ア ド レ ス デ コ ー ダ と レ デ ィ 回 路
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カ セ ッ ト M T の イ シ タ ー フ ェ ー ズ 回 路 に つ い て
1 ) フ ァ ン ク シ ョ ン ・ ア ド レ ス ・ デ コ ー ダ、
C PU の M レ ジ ス タ ー の 7 - 16 ビ ッ ト は ア ド レ ス ・
ラ イ ン ( ADB ) 上に ネ ゲー シ ョ ン信号で出 力 さ れ 、
上位 4 ピ ッ ト ( ADB 7 -10 ) で、 入 カ モ ー ド ( 00 ) 8 、
出 力 モ ー ド ( 0 1 ) 8 の判定 を し 、 下位 6 ビ ッ ト ( A D
B l 1 - 1 6 ) で カ セ ッ ト の機器番号 ( 76 ) 8 を 判 定 し て 、
そ れ ぞ れ フ ァ ン ク シ ョ ン 信号FI 、 FO 、 ア ド レ ス 信号
AD を 出す 。 町 、 FO は AD 信号 と そ れ ぞ、れ論理積 を
と っ て 、 モ ー ド 選択用 J - K F F に 入 り 、 モ ー ド選
択用 FF は 制御パルス ( OC P ) で ト リ ガー さ れ 、 各
モ ー ド 信号QI 、 Qo を 出 力 し て い る 。 モ ー ド の初期値
設定は 難 し い の で 、 マ ス タ ー ・ ク リ ア ・ ラ イ ン で出
力 モ ー ド に な る よ う に 作 つ で あ る 。
ア ド レ ス 信号 は 更 に リ セ ッ ト ・ レ デ ィ 信号 ( RR )
と 論理積 を と っ て ADR 信号 と な り 、 こ れ で レ デ ィ ­
F F を リ セ ッ ト し 、 ま た 各 シ フ ト レ ジ ス タ ー の 入 出
力母線への ゲー ト を 動作 さ せ て い る 。
11 ) C PU への応答信号発生器
レ デ ィ F F は 、 ク ロ ッ ク ・ パルス 発生器内 で カ ウ
ン ト が終 っ た 時 、 す な わ ち l バ イ ト 単位 での 入 出 力
動作が完 了 し た 時点 でセ ッ ト さ れ る 。 入 力 用 レ デ ィ
F F は マ ス タ ・ ク リ ア信号 ( M C ) で も リ セ ッ ト さ
れ る 。
レ デ ィ F F の 出 力 は 、 そ れ ぞれ 出 力 用 の レ デ ィ 信
号 ( Q RÕ ) は 出 力 モ ー ド 信 号 ( Q õ ) と ア ド レ ス 信
号 ( A D ) と で論理積 を と り 、 入 力 用 の レ デ ィ 信号
( Q R I ) は 入力 モ ー ド ( Q I ) と 論理積 を と っ て い る 。
両 者 ( Q RI 、 Q RÕ ) は オ ー プ ン ・ コ レ ク タ ー に よ る
ワ イ ヤー ド ・ オ ア を 行 っ て 、 デバ イ ス ・ レ デ ィ ・ ラ
イ ン ( DRL I N ) へ返答 し て い る 。 ( 図 2 参照 )
割込み用F F は 、 NAND ゲー ト に よ る R - S F F で
構成 さ れて お り 、 RUN信号 と 入力 レ デ ィ 信号 ( QRI )
と の論理積 でセ ッ ト さ れ 、 リ セ ッ ト ・ レ デ ィ 信号( R
R ) と マ ス タ ・ ク リ ア信号 と の論理和 で リ セ ッ ト す
RUN+ 
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図 - 3 割込み 回 路
る よ う に な っ て い る 。 標準割込み ラ イ ン ( PIL O O )
へ は オ ー プ ン ・ コ レ ク タ ー の NAND ゲー ト でネ ゲー
シ ョ ン 信号 に し て 送 っ て い る 。 ( 図 - 3 参照 )
III ) 出 力 用 シ フ ト ・ レ ジ ス タ ー
シ フ ト ・ レ ジ ス タ ー は J - KFF で構成 き れ て お り 、
出 力母線 ( 0 T B ) 上に 並列 に 出 力 さ れ た デー タ は
ADR 信号 でゲー ト き れ 、 シ フ ト ・ レ ジ ス タ ー に 入力
さ れ る 。 こ の と き レ デ ィ F F は リ セ ッ ト さ れ 、 ク ロ
ッ ク が動 き は じ め ク ロ ッ ク パル ス 発生器か ら の ク ロ
ッ ク ・ パルス で順 に 書込み 回 路 に お く ら れ て ゆ く 。
8 ビ ッ ト 書込み後は ス ト ッ プ ・ パルス で レ デ ィ F F
を セ ッ ト し 、 次 の 出 力 を 受け 入 れ る 。
N ) 入 力 用 シ フ ト ・ レ ジ ス タ ー
カ セ ッ ト か ら 最初 の 1 ビ ッ ト ( ス タ ー ト 信号 ) が
出 力 さ れ る と RUN 信 号 が でて 、 こ れが リ セ ッ ト ・
レ デ ィ ( R R ) で リ セ ッ ト き れ た 入力 用 レ デ ィ F F
の 出 力 ( QRI ) と 論理積が と ら れ た 入力 時 の ク ロ ッ ク
制御 F F を セ ッ ト し QT が で る 。
QTてや単安定マ ルチ を 通 っ た 遅延 ク ロ ッ ク CDK を 発
生 さ せ 、 CDK は)1頃 に 入 っ て く る デー タ を 左へ シ フ ト
し 8 ビ ッ ト の デー タ 入力 が終 る 。 こ の と き カ ウ ン ター
か ら ス ト ッ プ ・ ノ fルス S T が出 て 、 レ デ ィ F F を セ
ッ ト し C P U に 信号 を お く る と と も に 入力制御 F F
を リ セ ッ ト す る 。 も し こ の 入 力 時 に C P U の 入力動
作が完 了 し な い う ち 、 す な わ ち 入力 レ デ ィ F F が リ
セ ッ ト ・ レ デ ィ 信号 R R で リ セ ッ ト き れ な い う ち に
次 の デ ー タ が カ セ ッ ト か ら 入力 さ れ る 。 す な わ ち 、
カ セ ッ ト が次 の デー タ ・ バ イ ト を 出 力 し は じ め た 時
は 、 割込み F F を セ ッ ト し 11 ) で述べ た よ う に C P
U へ割込み信号 を お く る よ う に な っ て い る 。
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図 4 入 ・ 出 カ シ フ ト レ ジ ス タ ー 回路
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v ) ク ロ ッ クパルス発生器
ク ロ ッ ク パルス 発生器は 入力 ク ロ ッ ク 制御 F F の
出 カ QT と 入力 モ ー ド信号QI と の論理積 、 あ る い は 出
力 レ デ ィ FF の リ セ ッ ト 出 力 QRÕ と 出 カ モ ー ド信号
Qõ と の論理積が真に な っ た と き に 非安定マルチパ イ
プ レ ー タ を動か し 、 こ れ を 整形 し て 出 力 時 の ク ロ ッ
ク パルス CK な ら ぴに 入力 時 の ク ロ ッ ク パJレス GDK を
作 っ て い る 。
こ の ク ロ ッ ク パルス は モ ー ド に よ っ て そ れ ぞれ所
定 の カ ウ ン ト 信号 を 得 る た め に 、 J - KFF で組ま れ
た 同期式 カ ウ ン タ ー を 駆動 し て い る 。
カ ウ ン タ ー は ス ト ッ プパノレス S T と 、 マ ス タ ・ ク
リ ア と の論理和 を と っ た ス ト ッ プパルス M S T 信号
を 各 レ デ ィ FF に 送 り 出 し て 、 こ れ を セ ッ ト す る と
と も に カ ウ ン タ ー 自 体 を リ セ ッ ト し て い る 。
図 - 5 ク ロ ッ ク パルス 発生器 回路
VI ) 書込み，、 読み 取 り 回 路
カ セ ッ ト デ ッ キ に 内蔵 の プ リ ア ン プ部は そ の ま ま
使用 す る こ と に し デ ッ キ の LI NE OUT 、 LI NE I N  
端子 を 使 っ て 入 出 力 し て い る 。 録音方式 と し て 種々
の実験の結果、 回 路が簡単 であ り 信頼性 も 十分 あ っ
た 振幅変調法 を 用 い た 。 周 波数は 7 KHz に し て い る 。
こ の周 波数だ と l ビ ッ ト に 4 - 5 サ イ ク ルの波がの
る 。 な お 図 - 9 に 示 さ れて い る よ う に 、 信号が、 1 "
の と き に変調 回 路制 御信号 ( Q ) が レ ジ ス タ ー の 出
力 よ り 短 く な っ て い る の は 再生時 の、 1 " か ら 、 0 " に
移 る 時 に 少 し 減衰振動 を お こ す の で整形後に 長 さ を
等 し く す る た め であ る 。
再生信号は 雑音 を 約1 5rñV ( P - P ) 含ん でい る 。
最大電圧 は 1 V ( P - P ) であ る が、 100mV ( P - P ) 
あ れば、 1 " の判定が で き る 。 さ ら に 、 出 力 振幅変動
に 応 じ れ る よ う に す る た め 、 2 '1:- ャ ン ネ ルの信号 を
O R 回路 を 通 し て R U N 信号 と し て い る 。 テ ー プ は
Cr02 ( ク E ミ ダイ オ キサイ ド テ ー プ ) を 使用 し 、 テ ー
プ速度4 . 8cm/s で128CH/ S ( 1 CH→ 8 ピ ッ ト ) の転
送速度 を 得て い る 。 入 出 力 波形 を 図 - 8 に示す 。 Qo
がホ H " に な っ て い る 出 力 モ ー ド の と き に は QRÕ が生
じ最初 の ス タ ー ト パル ス の 後9 - 16 ピ ッ ト を 出 力 す
る 。 QIカ宮、 H か に な っ て い る 入力 モ ー ド の と き に は R
U N 信号に よ っ て QTが生 じ CDK を 作 る 。 シ フ ト 回
数が 9 固 であ る の でス タ ー ト パル ス は 8 ビ ッ ト レ ジ
ス タ ー の 外へ 出 る 。
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カ セ ッ ト M T の イ ン タ ー フ ェ ー ズ回 路に つ い て
( A ) 
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コ ン パ イ ル を 始め る 前 に A レ ジ ス タ ー
に セ ッ ト す る 値 の 内 の下位 3 ビ ッ ト
何の動作 も し な い 命令
タ イ プ ラ イ タ ーへ 出 す命令
カ セ ッ ト M T へ 出 す 命令
図 9 コ ン パ イ ラ ー の 流れ 図
3 . ソ フ ト ウ ェ ア
現在 、 紙 テ ー プ 出 力装置 P T P は使用 し な い 予定
であ る の で 、 こ の代 わ り に カ セ ッ ト M T を 使用 す る
よ う 、 ソ フ ト ウ ェ ア 中 の命令 を 変更す る こ と に し た 。
フ ォ ー ト ラ ン ・ コ ン パ イ ラ ー の変更 し た 流れ図 を 次
に 示す 。 な お 、 1 ブ ロ ッ ク ご と に 少 し IRG を も う け
て 後の ロ ー ダ、の処理時 間 と し て あ る 。
ロ ー ダー ( LDR -AP ) は T Y 入力 を カ ッ ト し て 、
セ ン ス ス イ ッ チ ( S S 1 ) に よ っ て P T R 入力 と
カ セ ッ ト M T 入力 と の分岐 を 行 っ た 流れ を 図 10に
に 示す 。
4 . 緒 言
以上の よ う に 試作 し た カ セ ッ ト M T は フ ォ ー ト ラ
ン コ ン パ イ ラ ー 及 び ロ ー ダー の 中 間用 オ ブ ジ ェ ク ト
プ ロ グ ラ ム 用 と し て 出発 し た の であ る が、 そ の 外に
も 使用 可能 で、 あ る 。 命令 でス タ ー ト 、 ス ト ッ プす る
こ と は 簡単 な 音声用 カ セ ッ ト デ ッ キ では機械 的 に む
ず か し い と 思 わ れ る が、 更 に 考 え て い き た い と 思 っ
て い る 。
プ ロ グ ラ ム 、 そ の他に 助 力 を 得 た 、 奥 田 き ん 、 ま
s s  1 セ ン ス ・ ス イ ッ チ l
PTR 紙 テ ー プ。入力 装置
C 番地 : 割込み の有無用 番地
図 - 10 ロ ー 夕、の 流れ図
た 学生 の 谷崎正 、 中 田 剛の両君 に 感謝の意 を 表 し た
し、 。
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